
活動団体名：一般社団法人をかしや

活動地域 ：愛媛県今治市と松山市

活動におけるテーマ・キャッチコピー

「道」にまつわる物語を紡ごう

令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✓

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む

昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む

昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む







地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと
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1. 勉強会＆フィールド体験の開催

R317エリアにある鈍川温泉、奥道後温泉にて、講師を招いた勉強会＆フィールド体験会

を実施。テーマは地域活性とワーケーション

→それぞれの地域の魅力を生かしたワーケーションの可能性に気づく。

２．先進地視察

隠岐島、海士町の視察 →小さな成功体験の積み重ねの大切さに気づく。

３．島嶼部での現地フィールド体験会

しまなみ海道大三島、松山沖に浮かぶ中島、それぞれで体験会を実施。

→瀬戸内ならではの「島」の魅力を再発見。

４．来年度方針策定ワークショップ

プロファシリテーターを招き、来年度方針を策定。

→学んできたことを形に。来年度ワーケーションモデルツアーを実施する！



地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと
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取組におけるボトルネックや新たに見えてきた課題
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• さまざまなステークホルダーにご参加いただいているが、金融機関と教
育機関の関わりが弱い。

• 事務局体制が弱い。当初関わってもらえるはずのメンバーがごっそり
抜けたためマンパワーが足りない。
→来年度は事務局体制を強化することを目標とする。

• 本事業の予算は２００万円。この予算では大きなことはできない。
→本事業でプラットフォームを作り、他の競争的資金も使って事業
展開することも視野に入れる。そのためにも事務局体制の強化が
必要。




